
２０２１年度学校関係者評価報告書 

学校法人聖心学園 サンタ・セシリア幼稚園 

〇本園の教育理念  キリスト教精神に基づく喜びのある教育 

〇教育目標     元気に遊べる子 

          礼儀正しく正直な子 

          よく見よく聞く子 

 

〇教諭自己評価 

２０２１年度は「よく見よく聞く子」を重点目標とした 

達成のために心がけたこと 

・話を聞く時の環境を整えるようにした 

・保護者の手本となるような行動をとるよう心掛けた 

・話を聞く時は目を見て聞く姿勢を持てるように声を掛けた 

・子どもたちが興味を持てるように声掛けを工夫した 

・子どもたちが安定したお心で園生活が送れるよう、信頼関係を築くようにした 

 

 

〇保護者から 

・3 年間本当に楽しく過ごすことができ、娘は幼稚園が大好きです。サンタ・セシリア幼稚園の卒園生で

あることを誇りに思い小学校でも楽しんでほしいと思います。 

・先生も（コロナで）不安な中、細やかな保育と明るく優しいお心で楽しい園生活を届けてくださり感謝

しています。 

・長女の時から 5 年間、大変お世話になりました。お陰様で心の優しい娘たちに成長しました。尊敬す

る先生方の下でサンタ・セシリア幼稚園で過ごすことができてとても幸せに思っています。親の私にと

りましても、先生方や保護者の皆様から学び得られたものは今後も大切にしていきたいものばかりで

す。常に保護者にも寄り添っていただけましたことありがたく思っています。 

・コロナ禍の中でも先生方がたくさんの工夫を凝らし、様々な経験を与えてくださったことを感謝して

おります。 

・もうすぐ 3 年生になる長女も幼稚園の頃に培った良い習慣が今も活かされていると感じます。 

・感染対策を万全に、子どもたちの保育と衛生をいつも最前線でお守りくださり、本当にありがとうござ

いました。多くの園が長期休園を決める中、欠席免除を活用し、元気な子どもたちは登園できるよう最

大限幼稚園をあけるご英断をしてくださったことに心から感謝します。 

 

 

 

【アンケートを振り返って】 

・コロナ禍でなくなっていた保育参観を希望している保護者がいるので、卒園式から取り入れた「てのり



の」というアプリを使って、保育の様子を動画配信する方向で考えている。 

※「てのりの」は幼稚園向けに作られた無料動画配信アプリで、パスワードが設定されるので関係者以外

は見ることができないので、有効に使いたい。 

・コロナ禍で遠足ができなかった点については保護者会で理由をお話し納得いただいた。次年度はなる

べく実施したい。 

 

 

学校関係者からのアドバイス 

スクールカウンセラー 菊池幸子先生から 

アンケ－ト結果を読ませていただき感想などを少し書かせていただきます。 

  

 文部科学省委託研究の実践モデル園に選ばれましたこと、素晴らしいことと存じます。幼児教育の基

本といわれていることのひとつに特別配慮が必要とする園児に対しての対応の仕方ということがありま

す。一人ひとりの特性を把握し、その特性に応じた保育を実践していくことが園児が安心して生活して

いくことになると思います。今年度の「子どもの主体性を尊重した保育」実践はさらに深く踏み込んだ

目標になると思われます。園児、先生方、保護者が三位一体となり目標を課題としてとらえ研鑽されま

す事を望みます。 

  

・保育アンケート回答について 

①    の保育全体をはじめとして①～⑤全ての項目についてよりの高い評価を得ています。様々な変更を

強いられ残念な思いを抱きながらも懸命に考え、工夫や配慮をして遊びや行事が実施できたことは、先

生方のご努力の賜物です。 

  

・教師自己評価について 

 ３つの教育目標をさらに【よく見よく聞く子】に重点化し、達成のための指導項目を詳細に決められ

たのは指導が行い易いと思いました。1 の保育の計画性～５まで A,大変良くできた、B 良くできたにな

っています。これも先生方の意欲の高さ、ご努力でしょう。④の保護者への対応は、保護者の個性もあ

り気苦労や神経を使うこともあると想像します。 

 経験者の知見を得ることも大切と考えます。 

  

幼稚園担当理事 相馬たゑ子先生から 

保育アンケートは、90％近くが今のままで良いという満足度がありましたが後の 10％に対して個々に

説明をして納得していただけていると思いました。 

コロナ禍の行事に関しては、参加したくないと思う方など賛否両論だと思います。 



遠足は、現地集合、解散、短時間。 

参観は、動画配信活用と実際に参観したいと思いますので、少人数、短時間。 

懇談会は、顔合わせの為もあると思いますが、全体、クラス、あとはメール配信や手紙（お便り）を活用

して減らせるのではないでしょうか。 

今年度もコロナ状況は、どのようになるのかわかりませんが、コロナ禍での保育を保護者の方がとても

良く理解してくださっていると、思いました。 

 

自己評価については、A、B、がほとんどで、保護者からの評価に現れている点と合致していると思い

ました。 

 教師の資質においては、③、④、⑦に B が多く「良くできている」ですが、コロナ禍での研修は、難

しかったと思いますが、「子ども達の興味関心が持てるような言葉がけを心がける」には、やはり教師が

いろいろなことに興味を持って積極的な行動が伴わないと良くないと思います。その積極的な行動は、

③、④にも結び付いていると思いました。 

 

子ども達は、家族特に両親、教師を絶対と思い、モデルにしていると思います。教師のあり方を日々考

え丁寧な行動が大切だと思います。 

 

 

聖心学園幼稚園 園長 柴崎公子先生から 

保護者の満足度に加え、教師自身の園児への向き合い方について、相応の評価がされており、日頃の丁

寧な保育の賜物だと思います。 

 振り返りにありました通り、研修への参加率を上げるとさらにさらに良い幼稚園になるとお見受けし

ました。 

 


